
   看護師が実施する薬剤に関する行為の分類の考え方について（案） 資料２－３ 

（注射薬等で） 
薬剤の投与量の 
調整が必要 

薬剤の投与の必要性・ 
タイミングの判断が必要 

薬剤の種類や患者の状態
に応じ、判断の難易度が

異なる 
 

薬剤の種類や患者の状態
に応じ、判断の難易度が

異なる 
 

薬剤の種類（剤型・規
格）の変更が必要 

処方 

調剤 

医師に対し処方提案 
 Ｅ 

Ｂ or Ｃ Ｂ or Ｃ 

（臨時薬の場合） （継続使用薬の場合） 

 ＜医行為の分類＞ 
  A:絶対的医行為     B：特定行為 
  C：一般の医行為    D：更に検討が必要   
  E：医行為に該当しない 
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